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高た
か
は
し
か
ず
ま
さ

橋
一
勝
は
、
英
吉
利
法
律
学
校
の
創
立
者
の
中
心
人
物
の
一

人
で
あ
り
な
が
ら
、
コ
レ
ラ
の
流
行
に
よ
り
創
設
の
翌
年
に
急
逝

し
て
し
ま
う
。

　

一
八
五
三
（
嘉
永
六
）
年
、
福
島
県
棚
倉
に
生
ま
れ
、
三
歳
で

母
を
、
十
六
歳
で
川
越
藩
に
仕
え
る
父
・
金
左
衛
門
を
喪う
し
な
う
。

家
督
を
相
続
し
、
藩
の
番
頭
や
小
隊
長
、
文
学
館
訓
導
を
務
め
る

が
、
七
〇
（
明
治
三
）
年
、
家
財
を
売
り
払
っ
て
学
資
と
し
て
上

京
す
る
。
い
ず
れ
も
学
資
が
続
か
ず
多
く
の
学
校
を
転
学
す
る
こ

と
に
な
る
が
、
七
四
年
開
成
学
校
へ
入
学
、
七
九
年
十
二
月
東
京

大
学
法
学
部
を
卒
業
し
て
法
学
士
と
な
り
、
代
言
人
免
許
を
受
け

た
。
こ
れ
は
、
東
京
大
学
同
期
卒
業
の
山
下
雄
太
郎
、
磯
野
計
と

と
も
に
、
法
学
士
と
し
て
代
言
人
に
な
っ
た
最
初
で
あ
る
。

　

高
橋
た
ち
は
代
言
人
の
弊
風
を
矯
正
、
そ
の
地
位
を
高
め
る
た

め
神
田
錦
町
一
丁
目
に
東
京
攻
法
館
を
設
け
て
代
言
業
務
を
行
う

一
方
、
法
律
学
を
教
授
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
活
動
は
審
理
社
に

受
け
継
が
れ
て
い
く
が
、
彼
ら
は
明
治
義
塾
法
律
学
校
で
も
法
学

教
育
を
行
う
よ
う
に
な
る
。

　

ま
た
高
橋
は
、
八
一
年
、『
明
法
志
林
』
を
刊
行
し
、
編
輯
長

と
な
っ
た
。
八
三
年
に
は
東
京
代
言
人
組
合
副
会
長
、
そ
し
て
東

京
大
学
准
講
師
に
嘱
託
、
八
五
年
に
は
東
京
代
言
人
組
合
会
長
に

選
出
さ
れ
る
と
同
会
の
規
則
を
改
め
東
京
組
合
代
言
人
会
と
し
、

さ
ら
に
、
東
京
府
会
議
員
に
も
当
選
し
て
、
活
躍
の
場
を
拡
大
し

て
い
く
。

　

英
吉
利
法
律
学
校
の
創
設
に
あ
た
っ
て
は
高
橋
の
果
た
し
た
役

割
は
大
き
い
。
同
校
設
立
準
備
の
仮
事
務
所
は
京
橋
区
南
鍋
町
の

審
理
社
内
に
置
か
れ
た
が
、
こ
こ
に
は
高
橋
を
は
じ
め
元
田
肇
、

増
島
六
一
郎
、
岡
山
兼
吉
、
磯
部
醇
な
ど
新
進
気
鋭
、
当
時
一
流

の
法
学
士
が
集
ま
っ
て
代
言
業
を
行
っ
て
い
た
。
八
五
年
六
月
の

「
東
京
代
言
人
組
合
一
覧
」
に
は
、
行
司
役
に
増
島
、
東
西
の
大

関
に
高
橋
・
岡
山
が
そ
れ
ぞ
れ
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

英
吉
利
法
律
学
校
の
開
校
式
で
は
、
高
橋
が
日
本
語
で
、
増
島

が
英
語
で
、
そ
れ
ぞ
れ
設
立
主
意
を
述
べ
て
い
る
が
、
高
橋
は
、

同
校
創
設
の
意
義
を
、
英
米
法
を
教
授
し
、
英
法
を
体
系
的
に
教

育
し
て
法
理
を
理
解
さ
せ
、
学
問
上
の
進
歩
を
助
け
よ
う
と
す
る

も
の
と
し
、
在
野
法
曹
の
育
成
へ
の
配
慮
や
校
外
生
制
度
の
採
用

を
宣
伝
し
て
い
る
。
彼
は
、
同
校
の
経
営
に
も
あ
た
っ
た
が
、
講

義
で
は
会
社
法
を
担
当
し
た
。

　

し
か
し
、
八
六
年
八
月
四
日
、
前
月
か
ら
発
生
し
た
コ
レ
ラ
に

か
か
り
、
三
十
四
歳
で
そ
の
生
涯
を
終
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

年
、
東
京
府
下
の
罹
病
者
総
数
一
二
、〇
七
一
人
、
う
ち
死
亡
者

は
九
、八
七
九
人
で
あ
っ
た
。

　

高
橋
法
律
事
務
所
は
東
京
大
学
の
同
期
で
も
あ
る
大
谷
木
備
一

郎
が
引
き
継
ぎ
、
東
京
組
合
代
言
人
会
長
の
後
任
に
は
、
増
島

六
一
郎
が
選
出
さ
れ
て
い
る
。

　

彼
の
死
を
痛
惜
し
た
仲
間
た
ち
は
寄
付
金
を
募
っ
て
高
橋
法
律

文
庫
の
創
立
を
計
画
し
た
。
豊
川
良
平
、
増
島
六
一
郎
、
高
橋
健

三
の
創
立
委
員
を
中
心
に
、
多
く
の
同
志
員
の
呼
び
か
け
に
よ
っ

て
、
八
八
年
九
月
に
は
寄
付
者
一
四
〇
人
、
寄
付
金
は
一
、二
九
九

円
余
に
の
ぼ
り
、
一
七
五
部
の
洋
書
が
購
入
さ
れ
た
。
寄
贈
書
も

八
〇
冊
に
及
ん
だ
。

　

ま
た
、
東
京
谷
中
霊
園
の
高
橋
の
墓
は
、
正
面
に
「
先
祖
代
々

之
霊
龕
」、
右
手
に
「
法
学
士
高
橋
一
勝
墓
」
の
文
字
が
刻
ま
れ

た
独
特
な
六
角
柱
の
墓
石
で
あ
る
が
、
墓
域
に
は
大
谷
木
備
一

郎
は
じ
め
英
吉
利
法
律
学
校
講
師
ら
の
名
が
刻
ま
れ
た
立
派
な
鳥

居
、
灯
籠
、
手
水
鉢
な
ど
が
整
然
と
配
さ
れ
て
い
る
。

　

高
橋
へ
の
追
慕
の
念
を
よ
く
表
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

出
身
地　

埼
玉
県
川
越
市
（
棚
倉
生
ま
れ
）

生　

年　

一
八
五
三
（
嘉
永
六
）
年
五
月

没　

年　

一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
八
月
四
日
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高
橋
一
勝　

法
学
士
代
言
人
の
嚆
矢

高橋一勝


